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柏崎刈羽原子力発電所の透明性を確保する地域の会 
第 198 回定例会・会議録 

 
日    時  令和元年 12 月 4 日 (水)  18：30～21：00 
場    所  柏崎原子力広報センター 2Ｆ研修室 
出席委員  石坂、神林、木村、桑原、三宮、須田、高木、髙桑、 

髙橋、竹内、千原、三井田、三浦、宮崎 
                                以上 14 名 
欠席委員  相澤、石川、石塚、西巻 
                                以上 4 名 
                             （敬称略、五十音順） 
 
その他出席者  原子力規制委員会原子力規制庁柏崎刈羽原子力規制事務所 

水野所長  佐藤副所長  新通原子力防災専門官 
        内閣府 水野地域原子力防災推進官 

資源エネルギー庁柏崎刈羽地域担当官事務所 渡邉所長 
        新潟県 原子力安全対策課  金子課長補佐 中倉主査 今井主任 
        柏崎市 防災・原子力課  小菅危機管理監  宮竹係長   

白川主査  名塚再任用 
        刈羽村 総務課      武本課長  加藤主事 
        東京電力ホールディングス（株） 設楽発電所長  森田副所長  
                 佐藤リスクコミュニケーター 

篠田防災安全部長 米山安全総括部長   
                 水谷土木・建築担当 

佐藤地域共生総括 GM  須田地域共生総括 G 
永田地域共生総括 G 

（本社） 村田立地地域部部長 
今井リスクコミュニケーター 

          （新潟本部） 中野新潟本部副本部長 
（公財） 柏崎原子力広報センター 竹内事務局長  

石黒主査 松岡主事 
ライター 吉川 
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◎事務局 
それでは定刻になりましたので、ただ今より「柏崎刈羽原子力発電所の透明性を確

保する地域の会」第 198 回定例会を開催いたします。 
本日の欠席委員は、相澤委員、石川委員、石塚委員、西巻委員の 4 名でございます。 
それでは、本日お配りをしました資料の確認をさせていただきます。事務局からは、

「会議次第」、「座席表」でございます。 
続きましてオブザーバーの配布資料になります。原子力規制庁から 1 部、資源エネ

ルギー庁から 2 部、内閣府から 1 部、新潟県から 1 部、柏崎市から 1 部、東京ホー

ルディングスから 2 部。以上でございます。お揃いでしょうか。 
それでは、これから議事進行につきましては議長からお願いいたします。桑原会長、

よろしくお願いいたします。 

◎桑原議長 

  皆様こんばんは。足下の悪い中ご参加いただきましてありがとうございます。まず、

始める前に、先月の 11 月 19 日の情報共有会議におかれましては、委員の皆様、そし

てオブザーバーの皆様から多数ご出席をいただきました。この場をお借りしまして、

改めて御礼申し上げます。 

それでは、第 198 回の地域の会定例会をはじめさせていただきたいと思います。 

まず初めに、前回定例会以降の動きということで質疑応答に入りますが、前回の通

り、東京電力さんから刈羽村さんまでの説明が終わりましたら、委員の皆様より質疑

に入らせていただきたいと思います。 

それでは東京電力さん、お願いいたします。 

◎森田副所長（東京電力ホールディングス（株）・柏崎刈羽原子力発電所） 

  それでは森田より、「前回定例会以降の動き」についてご説明したいと思います。

「第 198 回地域の会定例会資料（前回定例会以降の動き）」と記載されております資

料をご覧ください。 

最初は、不適合関係になります。 

11 月 22 日、1～5号機及び荒浜側焼却建屋（管理区域及び非管理区域）避難経路扉

の開閉に関する不適合について。（公表区分 3）。資料は 2ページになります。 

当初は福島第一原子力発電所事故を受けた緊急安全対策における浸水防止対策と

して、原子炉建屋や熱交換器建屋等の外部に面した扉の隙間に対して、コーキング処

置を実施いたしました。コーキング処置とは、建築物において気密性や防水性向上を

目的として、隙間を目地材などで充填することをいいます。 

その後の調査において、2号機及び4号機の計9か所の扉は避難経路上の扉であり、

現状においてもコーキング処置が施されたまま、開放できない状態であることが確認

されました。 

また、現在、建屋内部の避難経路上の扉に類似事象がないか調査しており、現時点
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において 1 号機や荒浜側焼却建屋等で気密処理を目的にコーキング処置を行ってい

るものを計 5 か所確認しております。 

本件については、建築基準法及び消防法に抵触するものと考えており、11 月 22 日

に関係行政機関へ報告致しました。 

対応状況といたしましては、外部扉については速やかにコーキング処置を除去し避

難経路を確保しました。内部扉については、類似個所について詳細調査を継続し、現

時点で新たに 2か所開放できない状態が確認されております。 

次に、発電所に係る情報になります。 

11 月 28 日、1～5号機及び、荒浜側焼却建屋（管理区域及び非管理区域）避難経路

扉の開閉に関する不適合の対応状況につきましては、ただ今ご説明したとおりでござ

いますけれども、11 月 22 日に不適合の公表をした後、11 月 28 に追加情報として対

応状況をお知らせいたしました。 

続きまして、11 月 28 日、大湊側補助ボイラー建屋 2 階電源室、電源盤における火

災の原因と対策について。資料は 5 ページになります。 

10 月 18 日午後 3 時 51 分頃、大湊側補助ボイラー建屋 2 階電源室において、電源

盤の受電操作を行っている。行なっていた協力作業員が電源盤からの発煙を確認し、

119 番通報を実施すると共に、協力作業員が消火器による消火活動を行い、消化しま

した。その後、メーカー工場で調査を行った結果、機械部品摺動部。これは、お互い

にこすれ合いながら滑っていく部分になりますけれども、潤滑剤が経年によって劣化

消失したことにより、摺動部接触面の摩擦力が増大し、それにより切り替え動作時、

操作用コイルの力では電源切り替え器が動作し切れず、操作用コイルへの通電状態が

所定の時間以上継続したことで損傷に至ったものと推定いたしました。 

対策といたしましては、当該電源切り替え器については現在製造中止となっている

ことから電源盤の改造を行い、現行機種への入れ替えを実施いたします。 

また、大湊側補助ボイラーに設置されている当該の電源切り替え器と同型の機種 1

台についても同様に入れ替えを実施いたします。 

尚、補助ボイラー建屋において、当該の電源切り替え器の後継機種が計 4台設置さ

れておりますが、これらの電源切り替え器の動作に問題がないことを確認しておりま

す。 

次は 11 月 28 日、柏崎原子力発電所における安全対策の取り組み状況について。資

料は 8ページになります。前回からの変化といたしましては、8ページ下段、大きな

Ⅱ番の、「重大事故を起こさないために設計で担保すべき機能」の項目の 1番。「火山・

竜巻・外部火災等の自然現象により安全が損なわれないこと」のうちの（2）番。「防

火帯の設置」につきまして 11 月 15 日に工事が完了いたしました。 

「その他」につきましては表記上の変化はございません。続きまして、その他の項

目についてご説明致します。 
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11 月 21 日、社内組織の改編について。資料は 13 ページになります。 

当社は本年 12 月 1 日に、福島第二原子力発電所の廃止決定を受けて、長期にわた

る安全且つ着実は遂行に向け体制を整備するため、原子力立地本部内に廃止措置準備

室を設置いたしました。本組織は福島第二原子力発電所内に新たに設置する組織と共

に、同発電所の廃止措置計画作成等の諸準備を実施していくものです。 

次は 11 月 27 日、新潟市内における東京電力コミュニケーションブースの開設につ

いて。資料は 15 ページになります。東京電力コミュニケーションブースを 12 月 6 日

から 12 月 8 日に渡って、イオンモール新潟南 3 階、デザート王国様前に開催させて

いただくことになりましたのでお知らせいたしました。 

次は 12 月 4 日、コミュニケーション活動の取り組みについて。（11 月活動報告）。

資料は 16 ページになります。 

今回はスマートフォン向けアプリ、「TEPCO 速報」を新潟県の皆様に広くご案内さ

せていただくことを紹介させていただきました。 

地震情報や雨量、雨雲情報などをお知らせするアプリになりますけれども、今年の

3 月からは災害時の避難施設を検索できる機能を追加いたしました。是非、皆様もご

利用いただければと思います。 

次は、福島の進捗状況に関する主な情報となりますので、今井より説明させていた

だきます。 

◎今井リスクコミュニケーター（東京電力ホールディングス（株）・本社） 

  東京電力本社立地地域部の今井でございます。本日は廃炉汚染対策の概要という点、

2 か月分、10 月末の公表分と先月 11 月末の公表分の 2 種類を用意いたしておりまし

て、右下、白抜きの大きなページ P１～7ページまでございます。 

まず、右下白抜きの 1ページ、右上が 10 月 31 日の資料でございますが。1番上段

の青い矢印が 3つございまして、従来からご説明していますとおり、1番上の「使用

済燃料プールの取り出し」につきましては 4号機が完了しており、現在 3号機の取り

出し作業中です。残りの 1・2 号機つきましては、ガレキ撤去、除染調査などを行っ

ており、今回、右上の青い四角の中の赤い字の部分がポイントでございまして、使用

済燃料プールからの取り出しという点で、2号機につきましては建屋が水素爆発して

いないことから、燃料取り出しに向けては、昨年 11 月から今年の 2 月まで調査など

を実施したことを踏まえ、当初は建屋の上部を全面解体する工法を計画しておりまし

たが、評価の結果、建屋の南側に小規模な穴を開けまして、ブーム型のクレーンを用

いる工法へと変更することと致しました。 

裏面 2ページの上段真ん中に、その概要が書いておりますが、右下 3 ページに関連

するスライドを用意させていただきました。右下白抜きの 3ページの 4つのスライド

がある左上、「2 号機燃料取り出し工法の検討状況について」でございます。そのス

ライドの左下 4ページを見ていただきますと記載の通り、当初はプラン Aということ
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で建屋の上部を解体し、その後カバーを設置し、クレーンを設置して取り出す、3号

機と同様な方法を検討しておりましたが、予想以上に建屋内の線量が低かったことも

ございまして、右の赤く四角囲っております通り、プラン Bということで、建屋は解

体せずに、その脇、南側に、燃料取り出し用の高台を設置し、そちらからアクセスし

て使用済燃料を取り出すという方法にいたしました。これにより、上段に書いており

ます通り、建屋解体時に発生する放射性のダストの試算が防げ、また雨水の建屋の流

入が抑制できることで結果的に汚染水の発生も抑制でき、また被ばくの低減等にも繋

がると考えております。 

右上の資料 5 番、スライド 5番が具体的なイラストで、その左、右下 6 ページには、

実際に燃料取扱装置が移動しながら取り出す方法を考えているというところを記載

させていただいております。 

続きまして 2 点目でございまして、1 ページに戻っていただき右下の白抜きの 2 ペ

ージの左下です。1・2 号機排気筒 3 ブロック目の解体を完了ということで、こちら

10 月の地域の会でも個別でご説明させていただきましたが、1・2 号機の排気筒につ

きましては現在、半分まで解体する作業を行っていますが、なかなかうまくいってい

ないというのが現状でございます。3 ブロック目が終わって現在、4 ブロック目に取

り掛かったというところで、こちらも個別資料、右下のページ数 4ページでご用意し

ております。 

4 ページのスライド 4 つございまして、タイトルが「福島第一原子力発電所 1・2

号機排気筒解体工事の進捗状況について」でございます。概要としては、右上の小さ

いスライドの 2 をご覧いただきます通り、半分まで解体するにあたり、計 23 ブロッ

クの解体を計画しているというところです。現在、この赤く点線で囲みました 4 ブロ

ック目の解体を作業している状況でございます。その下にある、小さいスライドの 3

ページがその作業の様子でございます。続いて左下のスライドの 1を見ていただきた

いのですが、この作業自体、8 月からようやく着手できたとこで、10 月 27 日より、

ようやく 4ブロック目というのが解体できたところでございますが、3 つ目のポツの

通り、4ブロック目の筒身解体切断時、いわゆるジップソーという回転する鋸が咬み

込んでしまい遠隔でその咬み込みを解消することができないということを判断いた

しましたので、このクレーン吊り搭乗設備、いわゆるゴンドラみたいなもので、人間

を排気筒の上部まで移送し、人力で切断するという作業を判断いたしまして、こちら

昨日から作業を行い、今日無事に作業は完了しております。 

1 番下に書いております通り、4 ブロック目の解体作業にあたりましては様々なト

ラブル等がございましたが、排気筒の解体については地元の大熊町エイブルさんが請

け負っていただき、注目されている作業でもございますので、引き続き全体一で作業

を進めて参りたいと考えております。 

続きまして 5 ページが先月末、11 月 28 日に公表させていただいた資料でございま
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して、5 ページ自体は特に変更はございません。 

めくっていただき、右下 6 ページをご覧ください。6 ページの左上でございます。

先ほどは、2 号機の使用済燃料プールの取り出しについて、工法のご説明いたしまし

たが、今度は 1号機の使用済燃料プールの取り出しに向けての検討でございます。記

載されている文、読み上げます。 

1 号機の使用済燃料の取り出しに向けては、これまで南側の崩落屋根の下部の状況

や原子炉ウェルプラグの汚染状況などの調査を進めて参りました。 

これらの調査結果より、より慎重な作業が求められることから、これまで検討して

きた燃料取り出し方法案に加え、より安全・安心の観点からガレキ撤去作業よりも先

に、原子炉建屋を覆う大型カバーを設置してカバー内でガレキ撤去作業を行う案を含

めた検討を進めていくということにいたしました。下のイラストの通り、当初は現行

案ということで 3号機と同様にガレキ撤去を行った後に、燃料取り出し装置、またカ

バーを設置して取り出しを開始するという計画でございましたが、やはり放射性物質

の飛散、また雨水が混入することによって汚染水の増加にもつながりますので、現時

点において、まずカバーをした上で、その中でガレキを撤去して、最終的には使用済

燃料を取り出すという方法に変更するという検討を進めていくものでございます。 

東京電力からの説明は以上となります。 

◎桑原議長 

  ありがとうございました。それでは引き続きまして、原子力規制庁さんお願いいた

します。 

◎水野柏崎刈羽原子力規制事務所長（原子力規制庁） 

  原子力規制庁柏崎刈羽原子力規制事務所の水野です。 

  まず、定例会の資料の説明の前に、本年も東京の本庁から研修生を受け入れており

まして、その研修生 2名が傍聴していることをご紹介させていただきます。若手の 2

年生の研修生でございますが、事務所での活動、検査、防災、モニタリングの活動を

現場に来て実際に知ってもらうところで東京に戻ってからの業務に役立ててもらう

といった取り組みをずっと行ってございます。昨年は雪の降る中、2 月くらいだった

と思いますが、今年は 11 月の後半から 12 月と 2週間、ちょっと早目で雪がないとい

ったところがせっかく柏崎に来ていただいたのに雪が見られず、体験できないのは少

し残念には思いますが、今日もこの日本海特有の季節といったところは体験していた

だいたので、こういった厳しいと思われる環境の中で我々一生懸命皆さんと対応して

いるという活動を知っていただければと思います。紹介まででございます。 

では、前回定例会以降の説明につきましては座らせていただきます。 

まず、11 月 19 日以降の規制庁の動きとしての資料でございますが、11 月 27 日に、

第 44 回原子力規制委員会としまして、原子力規制検査の施行に向けた今後の取組み

等についてご報告しています。 
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これは来年 4 月から本運用します、新規制制度でございます原子力規制検査の準備

状況について報告したものでございます。法令類及び情報発信について、どのような

ことを考えているか、委員に説明しているものでございます。尚、新検査制度の概要

につきましては次回の地域の会の定例会でご説明する予定でございます。 

次に 6・7号炉の審査状況についてご説明いたします。 

前回定例会以降に引き続き、今回のご説明におきましても、7 号炉の工事計画認可

に対する資料の提出及びその内容についてのヒアリングを繰り返して実施してござ

います。また、11 月 8 日及び 11 月 14 日におきましては、特定重大事故等対処施設、

特重施設に関するヒアリングが実施されてございます。内容については非公開でござ

います。 

また、その特重施設につきまして、11 月 19 日の審査会合におきましても特重施設

の概要説明ということで非公開でございますが、会合を実施してございます。 

また、11 月 15 日におきましては、発電所の現地確認といったところでございまし

て、審査チーム 20 名程度が 3 班に分かれ、機械、地盤、制御関係と 3 チームに分か

れ、現場確認をしてございます。その時に入手した資料を公開しているものでござい

ます。 

次に、被規制者との面談についてご説明いたします。 

11 月 8 日、15 日と高経年技術評価に関する保安規定の変更審査について、ヒアリ

ングを実施してございます。8日につきましては 5号炉、15 日につきましては 2号炉

についてヒアリングをしているものでございます。尚、ここにはヒアリングと記載し

てございますが、実際、高経年化技術評価に関する資料の提出を受けて、その資料の

内容につき確認し、今後ヒアリング等に反映する旨伝えているものでございます。 

19 日におきましては、特重施設に対する審査会合の内容につきまして論点整理を

した旨の面談録が、内容は非公開でございますが、掲載されているものでございます。

尚、今回の定例報告には載ってございませんが、前回の情報共有会議で配布しました

資料におきましては、訓練用 FAX の誤送信について掲載してございます。内容につき

ましては、これは本庁でオンサイト防災を担当している部署と東京電力が面談してい

るものでございまして、10 月 28 日の宿直当番訓練時に、規制庁の ERC に訓練 FAX が

3 回送信されたといった内容でございます。 

次のページにいきまして、モニタリング情報でございます。前回また今回記載して

いる範囲におきまして、異常なモニタリングに関する情報は確認されてございません。 

以上で規制庁から報告を終了いたします。 

◎桑原議長 

  はい、ありがとうございました。それでは引き続きまして資源エネルギー庁さん、

お願いいたします。 

◎渡邉柏崎刈羽地域担当官事務所長（資源エネルギー庁） 



 
 
 

8 
 

  資源エネルギー庁柏崎刈羽地域担当官事務所の渡邉でございます。よろしくお願い

いたします。まず 1 点、ご説明の前に当庁で人事異動ございまして、先月開催されま

した情報共有会議では、覺道エネルギー政策統括調整官がご説明させていただいたと

ころでございますが、その後、25 日に新たに辞令が発令され、同じくエネルギー政

策統括調整官に佐々木雅人、三代前の立地政策室長が着任いたしまして、主に新潟県

を担当するということでございますので、これからよろしくお願いいたします。 

それでは、説明につきましては着席でご説明させていただきます。 

前回定例会（令和元年 11 月 19 日以降の主な動き）ということでございますが、 

1．エネルギー政策全般につきましてはまず、エネ庁ホームページスペシャルコンテ

ンツのご紹介でございます。 

 11 月 20 日に水素社会の実現に向けて世界で目標を共有した第 2 回水素閣僚会議。

これは先般の時にも少しご説明させていただいたものでございます。 

それから 11 月 27 日に使用済の核燃料を陸上で安全に保管する乾式貯蔵とは、とい

うことで情報公開をしております。内容につきましては、「使用済燃料の貯蔵方法は

湿式と乾式の 2 種類」、「乾式キャスクは安全なの。熱は。放射線量は」、核燃料サイ

クルの推進を前提に安全管理を徹底というような見出しで説明させていただいてい

るところでございます。 

次に、2．電気事業関連でございます。11 月 29 日に第 35 回原子力小委員会放射性

廃棄物ワーキンググループが開催されまして、内容につきましては複数地域での文献

調査の実施に向けた当面の取組み方針について議論が行われたところでございまし

て、本日その会議で配布されました資料 1 を参考としてお配りさせていただいている

ところでございます。後ほどご覧いただければと思います。 

続きまして裏に行きまして、新エネ・省エネ関連でございます。 

11月 26日に第 7回太陽光発電設備の廃棄等費用の確保に関するワーキンググルー

プが開催されまして、中間整理案について議論が行われたところでございます。前々

回の地域の会で、石川委員からもこの廃棄の件についていろいろご質問及びご意見を

いただいたところでございまして、この中間整理案では、10ｋW 以上の事業用太陽光

発電事業者がこの廃棄費用の積み立ての対象となるということでこれからどのよう

に積み立て、どこに積み立てをしていくかなどについてさらにまたこれから議論を進

めていくということでございます。廃棄費用の積み立てというのは必ずしも、再エネ、

太陽光発電設備に限ったことではなく、古い話でいいますと、例えば鉱山、石炭や金

属鉱山、これも最終的に掘ったところを埋めて原状復帰をする、或いはそのような義

務が課せられており、事業者には堀った金属や石炭の量に応じて、そういう最終的な

処分費用、埋め立てをして現状に戻す費用、これを強制的に積み立てさせるという制

度が過去、今も生きておりますがございます。これと類似の制度とお考えいただけれ

ばと思います。 
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それからその他でございますが、11 月 27 日に第 11 回の石油・天然ガス小委員会、

それから第 6 回鉱業小委員会開催され、国際戦略の方向性について議論が行われてお

ります。 

それから開催予定でございますが、12 月 10 日に東北地域で東北地域エネルギー温

暖化対策推進会議、第 15 回が開催される予定でございます。 

以上でございます。 

◎桑原議長 

  ありがとうございました。それでは引き続きまして新潟県さん、お願いいたします。 

◎金子原子力安全対策課長補佐（新潟県） 

  はい。県の原子力安全対策課の課長補佐の金子でございます。よろしくお願いいた

します。 

それでは新潟県の資料、右肩に新潟県と表示してあります、地域の会前回定例会以

降に動きという資料を見ていただければと思います。説明は座ってさせていただけれ

ばと思います。 

まず、安全協定に基づく状況確認になります。11 月 27 日に、柏崎市さん、刈羽村

さんと共に、発電所の状況確認を実施いたしました。主な確認内容といたしましては

3 点ございます。まず 1 点目でございますが、11 月 22 に日に確認されました 1 から

5 号機及び荒浜側焼却建屋において、避難経路扉が浸水防止対策や気密処理のためコ

ーキング処理等行っていたことによりまして、開放できない状況であった不適合事象

について、東京電力から概要説明を受け、現地の調査を確認いたしました。 

次に 2点目と致しまして、10 月 18 日に発生致しました、大湊側補助ボイラー建屋

2 階電源室電源盤における火災の発生について、電源盤の調査結果や発火の推定原因

について説明を受けたところでございます。3 点目でございますが、10 月 28 日に発

生致しました、宿直当番による訓練時の FAX 誤送信について、説明を受けたところで

ございます。 

最後に、その他といたしまして、記載された項目の報道資料を添付してございます

ので後ほどご確認いただければと思います。主な内容は毎月行っている放射線監視デ

ータの照合確認の結果になります。 

 新潟県からの説明は以上でございます。 

◎桑原議長 

  ありがとうございました。それでは引き続きまして柏崎市さん、お願いいたします。 

◎宮竹係長（柏崎市防災・原子力課） 

  柏崎市でございます。それでは、お手元にお配りさせていただいております、前回

定例会以降の動きに基づきまして説明させていただきます。 

  1 番目の安全協定に基づく状況確認でございますが、11 月 27 日に開催、実施をし

ております。新潟県、刈羽村さんと共同で行なっております。 



 
 
 

10 
 

避難経路扉の不適合事案の発生を受けまして、これは臨時で実施を致しております。

内容につきましては、新潟県さんから今ほど説明ございましたので割愛をさせていた

だきます。 

2 番目の、原子力防災出前講座でございますが 11 月 25 日、29 日、30 日の 3 回行

っております。内容につきましては、避難計画や原子力災害時の取るべき行動につい

て説明を行っております。 

3 番目の市町村による原子力安全対策に関する研究会でございますが、11 月 20 日

と 29 日にそれぞれブロック会議が開催されており、そちらに出席しております。20

日が県北のブロックになります。29 日が上越のブロックになります。内容につきま

しては、新潟県さんから原子力防災訓練の実施結果、それと原子力防災に関する今後

の取組みについて説明がございました。また事務局の長岡市から避難者の受け入れに

関する各種マニュアル案について説明がございました。それらも含め、訓練の振り返

りも含めて、参加者の意見交換を行っております。 

4 番目ですが、緊急時通信訓練が 11 月 25 日に行われております。ERC、国の緊急

時対応センターとオフサイトセンターの、電話、FAX の送受信の訓練を実施しており

ます。併せましてテレビ会議システムの音声、映像の確認も行っております。柏崎市

からは以上となります。 

◎桑原議長 

  はい、ありがとうございました。それでは最後に、刈羽村さんお願いいたします。 

◎加藤主任（刈羽村・総務課） 
  刈羽村でございます。 
  まず、11 月 27 日の避難経路の扉に関する状況確認でございますが、新潟県さん、

柏崎市さんと共に共同で実施させていただきました。あと、市町村による原子力安全

対策に関する研究会で、11 月中、各ブロックで開催しておりましたが、そちらは、

村の職員で出席させていただきました。以上となります。 
◎桑原議長 
  ありがとうございました。それでは、前回定例会以降の動きということで、東京電

力さんから刈羽村さんまで説明いただきましたが、これより、委員の皆様よりの質疑

に入らせていただきたいと思います。挙手の上、名前を名乗ってから発言をお願いし

たいと思います。それでは宮崎さん、どうぞ。 
◎宮崎委員 
  はい、宮崎です。東京電力にお聞きします。2 つです。今、説明がありました、避

難経路扉のコーキング処理。避難経路になっているとこまで埋めてしまったという、

これです。本当に何か、聞いていて不安になるというか、この程度のことが。直され

ているからいいのですけれど、なぜこんなことが起こってしまうのか。この組織内の

力というのはどうなっているのかなというのが心配です。それで先ほどもう一つ、中
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身は規制庁から話がありましたが、前回、共有会議で話があったのですが、ちょっと

忘れましたが、訓練中に FAX を規制委員会にしたと。ところが間違った誤送信をし

てしまったという。これもこの前 FAX についてはダブルチェックをしながら送ると

か。そういう、かなり組織として正確な情報を出そうという、この努力をすると、誓

いをされたと思うのですけれども。また今回こういうことが起こったと。いったい、

私ら市民にすればどうなっているのだと。近々あったことを戒めながらやっているの

であればこんなことは起こらないのではないかと思って聞いていました。この 2 つ、

いったいどういう組織的に対応してきたかと思うのですが、なぜこんな間違いが起こ

ったのか。FAX の話と、この扉の件です。説明いただきたいと思います。以上です。 
◎桑原会長 

  それでは、東京電力さんと規制庁さんにということですかね。それじゃあ東京電力

さん、お願いできますか。 

◎水谷土木・建築担当（東京電力ホールディングス（株）・柏崎刈羽原子力発電所） 

  土木建築担当の水谷と申します。まず、避難経路扉の件についてご説明させていた

だきます。こちら、発電所内の避難経路につきましては、常に避難経路上に障害物が

ないか、扉の開閉等に支障がないか、概ね 3か月に 1 回、年に 4 回ほど、点検を毎年

実施していました。こちらについては適宜確認していたのですが、まず最外部の扉、

こちら防護扉ということもありまして、通常時あまり開閉をするようなことがないよ

うなかたちで点検を実施していたことがありました。また、内部から最終的にその避

難経路をたどって外に出る、最終的な避難口の扉まで確認したところで一応問題ない

と点検をしていたのですが、実際には外側から津波時の浸水対策ということでコーキ

ングがされていたということで、実際に開かない状態であるということに気付くのが

遅くなってしまいました。そういう意味では、私達建築に関係する者としてはお恥ず

かしい不適合ということになります。 

  あともう一つ、気密対策で閉じられていた扉についても、管理区域と非管理区域の

境界ということで、当時その点検を担当していたものが、避難経路上の扉については

簡単にはその場では開けられないということで、扉の建具として問題がないかという

ことを確認し、実際には開閉しないで避難経路を確認していたということで、そちら

も先ほどの最外部の扉と同じなのですが、実際に開閉をちゃんとできるかどうかとい

う観点でしっかりと確認できていなかったこと、今回の不適合については至らないと

ころがあったと考えております。 

  今後については外部の扉についても、最終的にしっかり開けられるかどうか、その

防護扉の手続きし、開閉するところまで確認するということで、法令に抵触するよう

な状況を防ぐような取り組みをしていきたいと考えております。避難経路扉について

は以上になります。 

◎佐藤リスクコミュニケーター（東京電力ホールディングス（株）・柏崎刈羽原子力発
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電所） 

  発電所の佐藤から、訓練用 FAX の誤送信につきましてご説明させていただきます。 

  毎日当番者で、当番につく前に訓練を実施しています。そこでは実際に、訓練用の

通報用紙というところで模擬して訓練をおこなっており、社内の宛先に FAX を送るこ

とで対応し、訓練を実施しています。10 月 28 日に、同様に通報用紙を実際に FAX に

かけ、訓練用のボタンを押し、社内に送られるものと思い操作をしていたのですが、

こちらにつきまして、前にもお話したかもしれませんが、11 月 1 日に国の評価訓練

というものがございました。その関係で、送信先を追加する必要がありました。その

追加する作業を、実際当番者とは別の部署で、宛先の変更、追加の作業をやっており

ました。変更したことで、規制庁や、オフサイトセンターといったところが送付先に

指定されてしまい、本来であれば、途中で作業を中断せずに、最後まで短縮ダイヤル

を直した上でやらなければいけないのですが、そういった途中の段階で当番訓練が入

ってしまい、そのボタンを押してしまったことによって、本来社内に送るべき FAX が、

規制庁様やオフサイトセンターに送られてしまったというような状況でございます。

説明は以上でございます。 

◎桑原議長 

  それでは、1問だけ。 

◎宮崎委員 

  説明を聞いて納得できないのは扉については当然下請けの方頼んで、このような計

画でやるという仕様書というのか、それを点検している人がいたと思います。だから

出来上がった通りになっているのかということをチェックする。そういう仕事をして、

そうなっていると思うのです。そういう段階でチェックして、ここ間違った作業して

しまったようなことはなかったのかどうか。先ほども組織といったのですが、組織は

きちんとしていればそういうミスに至らなかったと思うのですが、東京電力ほど立派

な会社で、そういうことがなぜ緩んでいるのかというのが非常に不安で、ミスはある

ものだっていわれてしまうかも知れませんけども、この程度のミスが防げないで大き

いミスがもっと起こるのではないかという心配がどうしても広がります。組織的な対

応どうだったのか、ということを聞かせていただきたい。その FAX についても、前の

話で、ダブルで誰か一人がミスしたのだったらいいのかと思うけれど、二人や複数で

その確認しながらやるというようなことはなされなかったのかどうか。その辺りもう

一度聞かせてください。 

◎桑原議長 

  東京電力さん、よろしいですか。それでは、簡潔にお願いします。 

◎水谷土木・建築担当（東京電力ホールディングス（株）・柏崎刈羽原子力発電所） 

  お話ありましたように、例えば避難経路の点検については業者さんにお願いをして、

避難経路を確認していただくような委託をしておりました。最終的に先ほど申しまし
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たように、最外部は防護扉というところもあり、そこまで行ったところで、その途中

に障害物がないとか、誘導灯が問題なく見えるかと、そういった観点で一応点検を行

っていたというところです。 

  で、一方その最外部の扉についても、扉を点検する委託というのは業者さんにお願

いしていまして、外側からその扉にさび等がないかとかですね、そういうところの外

観は確認するような委託はしていたのですが。これまで別の業者さんにお願いしてい

たところをすべて同じ業者さんに今回お願いしたことで、その業者さんがしっかり外

から見て発覚したという経緯になります。基本的にはその仕様書の中でしっかりその

避難経路がちゃんと通れるかどうか、そういうことを確認してくださいというかたち

で我々、業務をお願いしたのですが、どうしても我々、最外部の扉を開けるところま

でうたっておりませんでしたので、今回からはしっかりその最外部も開けるような手

続きをとって実際に開閉するということで確認するようなかたちにしていくことで、

今後改める次第になります。以上です。 

◎設楽発電所長（東京電力ホールディングス（株）・柏崎刈羽原子力発電所） 

  FAX の件について、宮崎さんにお答えしませんでしたけど、FAX の当番者の訓練に

関してはここでもお話させていただきましたように、ダブルチェックをしていました。

ですので、押すボタンは、当番者は間違いなくこのボタンだということを確認して押

していました。先ほどの説明でわかりにくかったかとも思いますが、その押すボタン

のイメージとしては、メモリーの内容が書き換えられていたと理解していただくとわ

かると思うのですが、A という行先のボタンを押したら、中身が Bという行先になっ

ていたということで、そもそも Aと Bをセットで換えなきゃいけないのですが、その

作業を途中で終わりにして引き継いでしまったということが大きな原因です。その作

業が終わった時に、ちゃんと終わっているということはダブルチェックをしようとな

りますが、途中で引き継ぎになっていたので、そういう意味ではおっしゃるように、

作業自体のダブルチェックも含めて出来てなかった。こういうところが本当いろんな

ところに迷惑かけた原因だと思っています。我々が FAX のところで自分たちの業務の

品質を上げようとしている中での基本的なことですので、当時お約束して 6 月の件で

お約束して今まさにそれも含めて継続的にやっているとこです。それがまだ不完全だ

ということが証明されたわけですので、引き続きをしっかり、業務の改善というもの

を取り組んでいきたいと思っております。本当にご迷惑をおかけしたところ、関係の

皆様には申し訳ございませんでした。 

◎桑原議長 

  はい。それでは髙橋さん、どうぞ。 

◎髙橋委員 

  はい、髙橋です。東京電力さんにお聞きしたいと思いますが、宮崎委員からいろい

ろ質問されましたけど、FAX の誤信はもうないものと思っていたのですが、またやっ
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てしまったと。それから、コーキングしてあったので扉が開かなかった、というのは

これも情けないなという感じがするのですが。それは今、答弁聞きましたのでよろし

いです。この部分は、コーキングを今度取り除くのだと思うのですが、本来コーキン

グしてあったほうがいい、あるべきだからコーキングしたのだと思うのですけど、こ

れを取り除いて大丈夫なのか。それから、この写真の中でコーキング処理をしてある

のがありますけれども、この扉の両脇。真ん中もですが、どのくらいの幅というか、

何ミリになるのかわかりませんが、1cm はないと思うのです。それを取り除いて、い

ざという時、本当に大丈夫なのかなという疑問があるんですけど、お聞かせ願いたい

と思います。 

◎水谷土木・建築担当（東京電力ホールディングス（株）・柏崎刈羽原子力発電所） 

  実際にこれが施工されたのが、3 月 11 日福島事故が起きました翌日から施工に入

りまして、津波、浸水対策ということで緊急で実施されたものでございます。現時点

では電源の多重化等、いわゆる津波対策について、実際コーキングがなくても十分対

応ができる状況ということで既にこちらの発覚した直後にコーキングを完全に切っ

て除去しまして、扉が実際開閉できることを確認している状況。つまりもう、扉とし

て使用できる状況になっている状況でございます。以上になります。 

◎髙橋委員 

  溝の幅は。 

◎水谷土木・建築担当（東京電力ホールディングス（株）・柏崎刈羽原子力発電所） 

  場所によりますが、幅があるところでも 10 ㎜程度かと思います。具体的な数字は

現在わかりませんが、基本的にはこの建具と周りの枠との間、あとはメシアワセと申

しますがちょうどこの観音開きになっている真ん中の部分、あとヒンジのところ。基

本的には水が入らないようにということで隙間を全部コーキングで埋めていたとい

う状況でございます。 

◎桑原議長 

  髙橋さん、よろしいでしょうか。それでは、髙桑副会長。 

◎髙桑委員 

  髙桑です。誤報 FAX、各関連で東電と規制庁にお話をしたいと思います。まず東京

電力は今質問があったので、この誤報 FAX の問題は説明をいただきました。実はこれ

は、先回の共有会議の時にも既に起こっていたことですよね。規制庁ではちゃんと先

回の規制庁の動きの中で、誤報 FAX について規制者と面談したよという報告があるの

ですが、東京電力の先月以降の動きの中には、確かそういう報告は 1 つも載ってなか

ったと思うのです。今回、それでも報告があるのかなと思いましたけれども、そちら

から直接報告はありませんでした。この誤報 FAX の問題は、内部の問題だということ

なのかも知れませんけれども、この情報の誤報についてはいろいろな失敗が重なって

いるわけで、改善策をしたにも関わらずまた重なっているわけで、こういうことにつ
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いて質問が出てからお答えするのではなくて、なぜ東京電力から直接きちんとなさら

なかったのかということが東京電力に対する質問です。 

  それから規制庁に関しては、これは新聞記事になんですけれども、新聞の記事がど

こまで本当かといわれれば少しわからないところもあるかも知れませんが、この件に

ついて水野所長は、「けしからんというほどではない」というようなコメントをなさ

いました。私はこれを聞いた時に、新潟、山形沖地震の時の誤報 FAX についても、「大

きな問題ではない」というような話をされました。私はここで考える時に、それこそ

点で考えれば「けしからんというほどではない」というのかもしれません。新潟、山

形沖地震の時の誤報 FAX もそれだけ見れば、たいしたことではないと言えるのかも知

れませんけれども、そういう見方ではない。東京電力はこれまで情報についていろん

なかたちで、不手際ということを重ねていました。特にこの誤報 FAX については、こ

の 1 年の間にこれで 3 回目になるわけです。だから、私は規制庁の方としてはぜひ、

点で見るのではなく流れの中でどういう意味を、この誤報 FAX がどういう意味を持つ

のかということを繰り返しますけども、点ではなくて、流れの中で見ていただきたい

と感想というか意見でこれからそういうふうに見ていただくようにお願いしたいと

思います。以上です。 

◎佐藤リスクコミュニケーター（東京電力ホールディングス（株）・柏崎刈羽原子力発

電所） 

  発電所の佐藤から回答させていただきます。なぜ自らということでお話いただいた

かと思います。こちらにつきましては、間違って FAX を規制庁に送ってしまったとい

うことで、規制庁から本社の当番者に FAX が間違っているのではないかという連絡を

いただいております。また、訓練用の FAX なのですが、訓練ということを書き忘れて

おり、規制庁から連絡をいただいております。その際に社内で確認しその場で間違っ

て訓練中の FAX を送ってしまったということでわかりましたので、ご説明をした上で

翌日も対応をさせていただいております。 

当然不適合ですので、きちんと社内で原因と対策をまとめて報告処理をしたところ

もございまして、公表は積極的ではなくて通常の不適合をホームページに公表させて

いただいたというのが現状でございます。以上でございます。 

◎髙桑委員 

  これは、それこそ新聞記事にもなった内容です。そういうことについて、地域の会

で説明をなさらないと。質問がなければなさらないということですね。これは今のよ

うな理由が仮にあるにせよ、しかもこれは情報の伝達の問題ですから、やはり東京電

力は自ら、地域の会で質問される前にきちんと説明すべきだったと私は思いますし、

これからは細かいことについてもきちんと説明すべきことは新聞でしか知らないと

いうのではなく、きちんと説明するようにしていただきたい。要望です。 

◎桑原委員 
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  それじゃあ、それはご意見ということで。竹内さん、どうぞ。 

◎竹内委員 

  竹内です。よろしくお願いします。私もコーキングの閉じてはいけないとこを閉じ

てしまったという問題についてなんです。まず原子力発電所が、ただでさえ複雑で大

きな施設のところに安全対策を継ぎ足しているので、原子力発電所じゃなくても大き

な施設、複雑な施設になると全体を管理できる、できなくなって、不手際が多くなる

という話を聞いたことがあるので。どういうふうに工夫してその全体を把握しようと

しているのかってあたりをお伺いしたいと思います。もし無理なら今回じゃなくても

いいのですが、教えていただければと思います。 

やはり 1～5 号機に対し、6・7 を中心にやっているが、あまり 1～5 号機について

甘くなっているのかなというようにも感じまして。以前、質問した時に、福島は敷地

内に使用済燃料を仮に置くようなプールがあるけれども、柏崎刈羽はリラッキングを

して詰め込むほうを選んだっていうことを、1 回、回答をいただいたことがあったの

ですが、そういうふうにどうしても管理が甘くなっている 1～5 号機に、どんどん使

用済燃料が詰め込まれていくのが、すごく不安で、東京電力にお伺いしたいのですが、

今後も 1～5号機に号機間輸送をして 6・7 の燃料を移すということを考えてられるの

かお伺いしたいです。 

◎桑原議長 

  それでは東京電力さん、お答えできますでしょうか。 

◎設楽発電所長（東京電力ホールディングス（株）・柏崎刈羽原子力発電所） 

  それぞれの号機の燃料はそれぞれの号機で管理していて、6・7の燃料そのものは、

そっち側には持っていける許可はもらっていません。ですので、号機間輸送するにし

ても、オリジナルの燃料をまた元に戻すということは、これは十分あり得ます。です

が、新たに発生した 6・7 の燃料は、今は許認可的にも持っていけませんので、元に

あったものをオリジナルの号機、もしくは 3・4 ということは、これは、運用の中で

考えていかなければいけないことはあると思っています。今、できることはそういう

ことです。 

◎桑原議長 

  はい。 

◎竹内委員 

  それでは、3・4 から移る、6・7 に移したものを戻すということは可能性があるけ

れども、それ例外はないということなのだと受け止めたのですがいいですか。 

◎設楽発電所長（東京電力ホールディングス（株）・柏崎刈羽原子力発電所） 

  1～5 から 6・7に行ったものを戻すことはあるけど、6・7 ものは新たに持っていけ

ないということになります。 

◎竹内委員 
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  それでは、今は無理だと思うのですが、1～5までから 6・7に移したものがどのく

らいあるのかを後日教えていただきたいです。すいません。今日は無理だと思います。 

◎桑原議長 

  よろしいでしょうか。他の方、なければ時間になりましたので、これで前回定例会

以降の動きについて閉じさせていただきたいと思います。それではこれより 10 分間

の休憩に入らせていただきまして、少し中途半端ですが、7 時 40 分に会議再開をし

たいと思いますので、休憩に入らせていただきます。 

 
               －  休憩 － 
 
◎桑原議長 
  それでは、時間、若干前ですが全員お揃いでございますので、会議を再開したいと

思います。 
それでは議事（2）柏崎刈羽地域原子力防災協議会作業部会の概要について、であ

ります。本日はこの説明のため、大変お忙しい中、内閣府地域原子力防災推進官、水

野市郎さまからお越しいただきました。それでは水野様よろしくお願いいたします。 
◎水野地域原子力防災推進官（内閣府） 
  ご挨拶させていただきます。ただ今、ご紹介に預かりました、内閣府政策統括官。

先月でございますが、情報共有会議の時に、荒木が大変皆様お世話になりました。あ

りがとうございました。その付でございまして、地域原子力防災推進官をしておりま

す、水野と申します。この柏崎刈羽地域を担当させていただいております。よろしく

お願いいたします。 
本日は、原子力防災協議会、同作業部会、それからこの柏崎刈羽地域の原子力防災

協議会作業部会の概要について、説明をするようにというご要請をいただいておりま

して、ご説明をさせていただくべく参上させていただいた次第でございます。 
それでは、恐縮でございますが、今後座らせて説明をさせていただきます。 
皆様のお手元の資料をお配りしております。地域原子力防災協議会及び作業部会に

ついて、ということでございます。資料の前半部分 4 ページまでは、地域原子力防災

協議会、また作業部会というものはなんなのか、といったようなことについて説明を

させていただいているものになります。 
それから、右下のお捲りいただいて 5 ページ目。小さい字で大変恐縮でございます

が、右下の 5 ページ目から 7 ページ目まで。こちらが、柏崎刈羽地域の原子力防災協

議会作業部会、現在、開催を 5 月、それから 8 月と 9 月とさせていただいておりま

すが、この現状について説明させていただいている文章になります。お時間いただき

まして、前半後半ということで続け様になってしまい恐縮ですが、ご説明させていた

だければと思います。 
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先月、11 月 19 日の情報共有会議の時にも、荒木から、皆様に申し上げたと聞いて

おります。内閣府原子力防災担当は、福島事故を踏まえて組織ができ、その教訓から、

避難計画づくりを支援、関係自治体の皆様と一緒になって策定していくということが

使命であるということ。 
それから福島事故の教訓でございますが、避難によって、健康リスクが高まる方が

無理に避難ことにより亡くなられたり、健康を害された方がいらっしゃったというこ

とでございます。また、事故は起こり得ないということで、しっかりとした計画がつ

くられていなかったと。こうした反省を踏まえ、出来得る限りしっかりとしたものを

あらかじめ計画として策定をする。ただ、計画というのは完ぺきなものではございま

せん。常に訓練ですとか、まさに新潟県主催の訓練も行われたわけでございますが、

そうした訓練、それから研修等々。こうしたものを通じてより実効性を高めていくこ

とを繰り返しやっていかなければいけないと、このように申し上げたかと思います。

その反省ですとか、教訓を踏まえて、現在の原子力防災対策というのを構築させてい

ただいているところでございます。 
1 ページ目、表紙のこの下に書いてあるところをご高覧いただければと思います。

そもそも、地域原子力防災協議会の設置というのはどういったところに根拠があるの

かといったところでございます。 
東日本大震災、それから福島事故を受けて、2012 年、平成 24 年に改正されました、

原子力基本法におきまして、原子力防災会議が創設されたわけでございます。こちら、

内閣総理大臣が議長を、内閣官房長官、それから環境大臣、これ内閣府特命担当大臣。

今、小泉大臣でございますが、原子力防災担当の大臣。それから原子力規制委員会の

委員長が副議長を務めるこの会議におきまして、平成 25 年の 9 月 3 日に、関係自治

体の地域防災計画、避難計画の策定、作成充実化について関係府省をあげて支援する

旨、地域防災計画の充実に向けた今後の対応というものが決定されました。 
この当時、現状認識といたしまして、防災基本計画原子力災害対策指針に基づく、

新しい枠組みに基づいて原子力発電所から概ね半径 30 ㎞圏内の自治体に依る地域防

災計画や、避難計画の策定が進んでいるところで、現状この当時、ございました。こ

の地域防災計画につきましては、内容の具体性や、実効性を高めるといったようなこ

とが極めて重要でございます。避難計画や要援護者。当時、要援護者というようにな

っておりました。対策の具体化等進めるにあたって、自治体のみでは解決が困難であ

るといったようなものについて、国の積極的な支援が記載されるといったような現状

認識が示されております。 
そこで今後の対応と致しまして、ここに書かせていただいております通り、政府を

挙げて地域の防災計画の充実化を支援することとし、原子力防災会議及び内閣府を中

心に以下の取組みを実施、となっております。 
最初に、内閣府は原子力発電所の所在する地域ごとに課題解決のためのワーキング
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チームを速やかに設置し、関係省庁と共に関係道府県、市町村の地域防災計画、避難

計画の充実化を支援する、となっております。また、原子力防災会議及び同幹事会に

おいて、地域防災計画、避難計画等の充実化の内容・進捗を順次確認をすると、いっ

たようなことでございます。こちらにつきましては、平成 25 年 9 月 3 日の原子力防

災会議で、会議としての決定をみる文書になります。 
この後、内閣府、それから関係省庁、それから関係する自治体の皆様とも、調整等々

させていただき、地域原子力防災協議会を設置されるということでございます。こち

らにつきましては、平成 27 年の 3 月 20 日に、内閣府政策統括官原子力防災担当名

で文書が出されております。これに記載されている通りになりますが、設置の趣旨と

いうことで、先ほど申し上げました会議の決定に基づいて、内閣府の政策統括官原子

力防災担当は道府県や市町村が作成する地域防災計画、避難計画などの具体化、充実

化を支援するために原子力発電所の所在する地域ごとに課題解決のためのワーキン

グチームとして、地域原子力防災協議会を設置するということになりました。 
この協議会の運営でございますが、協議会は 13 地域。3 ページ裏面の下のほうに

なります。緊急時対応の取りまとめ状況という図がございまして、日本地図になって

います。ここで四角囲いの、「地域」と書かれている、北は泊から南は川内地域まで

になりますが、福井だけちょっと特殊でございまして、高浜、大飯、美浜、敦賀、そ

れぞれ地域があって、これを全部総称して福井エリアというように呼んでおり、これ

で 1 地域とカウントして、これで 13 地域ということになりますが、こちらに協議会

を設置しております。基本構成員につきましては、内閣府の先ほど申し上げました、

今でいきますと荒木、それから関係府省庁のですね、審議官クラスの者、それから関

係道府県の副知事。それから地域ごとの課題等々を踏まえまして、実情を踏まえてこ

こは柔軟にメンバー等々については出せるようなことになってございます。また、こ

の協議会に構成員を補佐するために、作業部会を設置できることになっておりまして、

基本構成員は内閣府政策統括官付の人間、それから道府県、厚生労働省、国交省、実

働省庁、原子力規制庁、関係機関の各担当者が、地域ごとの課題や実情に応じて柔軟

にまたメンバーを設定するということになってございます。 
また、私共は協議会開催の場合には、その議事要旨を作成・公表することになって

ございまして、私共のホームページでこの開催をすると公表させていただいていると

ころでございます。 
こうしたようなことを、設置するといったようなことで公表させていただいておる

わけでございます。 
お捲りをいただきまして、裏面 2 と書かれている「原子力防災計画・避難計画の策

定と支援体制」という図がございます。こちらでございますが、先月もお持ちした資

料の繰り返しになってしまい大変申し訳ないのですが、国から県、市町村、それから

地域原子力防災協議会、原子力防災会議、ということで矢印が引かれているわけでご
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ざいます。そもそも、この中で地域原子力防災協議会は何をやるのか、といったよう

なところでございます。こちらをご高覧いただきますと、原子力が立地をする 13 の

地域ごとに、内閣府が先ほど申しました通り、設置するということになってございま

して、内閣府、規制庁がはじめとし、すべての関係省庁と計画を策定する自治体等が

参加するといったようなことでございます。 
ここで協議会と致しましては各自治体の避難計画を含む当該地域の緊急時対応を

取りまとめ、原子力災害対策指針等に照らして、具体的且つ合理的であるということ

を確認するといったようなことになってございます。 
この県、市町村の防災会議、市町村防災会議というものが左側に書いていますが、

この地域防災計画、避難計画につきましては、防災基本計画、国の防災基本計画です

とか、原子力規制委員会の原子力災害対策指針に基づいてつくられているというもの

でございまして、これらの計画、それぞれの自治体がつくられる計画を見て、それを

部分に国として調整をする部分といったようなものを含めまして、当該地域の緊急時

対応というものが取りまとめられるわけでございます。これをこの地域原子力防災協

議会で確認をするということでございます。 
また、自治体で計画を策定する際には、ここで赤い矢印で下から「支援」と書かせ

ていただいておりますが、私共内閣府では、自治体の支援を行っているということ、

それから防護設備、資機材への財政的な支援というものも行わせていただいておりま

す。 
下のボックスに、具体的にどのような支援をさせていただいているのかといったよ

うなことを書かせていただいております。この計画策定当初から、政府がきめ細かく

関与して要配慮者を含めて避難先、避難手段、避難経路等の確保等、地域が抱える課

題をともに解決する。こうしたようなことを国が前面に立って自治体をしっかりと支

援をさせていただくということ。 
それから緊急時に必要となる資機材については、国の交付金により支援をさせてい

ただくということ。 
また、関係する民間団体への協力要請など全国レベルでの支援も実施をさせていた

だくようなものでございまして、こうしたかたちで支援をさせていただき、最終的に

地域原子力防災協議会で了承、確認をされました緊急時対応につきましては、原子力

防災会議、上のボックスの一番右側でございますが、総理が議長を務める原子力防災

会議で、国として了承をする、といったようなかたちになってございます。 
ここで一旦作成された、また国として了承をしました緊急時対応というものは、そ

のままなのかということであればそうではなく、このページの一番下に書かせていた

だいているとおり、一旦策定した計画につきましても、確認支援を継続して国として

行わせていただいており、また訓練、例えば国が主催でやらせていただく総合防災訓

練や、自治体さんが主体となって行われる訓練の結果も踏まえて、引き続きその改



 
 
 

21 
 

善・強化を図っていくといったようなことをやらせていただいております。これは、

改定というかたちでさせていただいております。 
3．に「緊急時対応の取りまとめ状況」とこのように書かせていただいているスラ

イドがございます。これまで、各地域に設置されました、地域原子力防災協議会にお

きまして、川内地域、伊方地域、高浜地域、泊地域、玄海地域、大飯地域の緊急時対

応というものは現在、取りまとめられております。 
これらについて、つくりっぱなしということではなくて、例えば下の日本地図をご

高覧いただきますと、例えば川内地域では、平成 26 年の 9 月に協議会が開催され、

26 年 9 月に、原子力防災会議で了承されています。このあと平成 30 年 3 月に改訂が

されているといったようなことになってございます。こちらにつきましては、やはり、

川内地域、はしりの計画策定だったということもあって、例えば自然災害によってで

すね、屋内退避ができない住民の対応策といったようなことが、明確には書かれてな

かったということ。それから台風における防護措置の具体化。観光客等の一時滞在者

の避難行動等の具体化。あと、UPZ 内の住民の方々の一時移転等を、円滑に行うた

めの対策といったようなことについて、必ずしも明確に規定がされてなかったという

ことでございます。例えば自然災害により、屋内退避ができない住民等の皆様におか

れましては、防護施設に避難していただく。つぶれていない建物に避難していただく。 
台風における防護措置の具体化、ということにつきましては、そうした場合いわゆ

る自然災害が起こって外にむしろ出て避難をしたほうが、生命的なリスクが高まるよ

うなことがあります。そういう中で避難をするのですか、ということであればむしろ、

その場合には屋内に留まっていただいたほうがよいという場合がございますので、そ

うした場合には屋内で退避を一時的にしていただくといったようなこと。また観光客、

一時滞在者の避難行動等の具体化ということであれば、こうした方々には、いち早く

自家用車でいらっしゃっている場合には避難をいただくといったようなことについ

て、明確化をしているということで。作りっぱなしということではなくて、こうした

訓練など、いろいろ、様々な検討を重ねてどんどんブラッシュアップしていくといっ

たようなことをさせていただいております。自治体の皆様とともにさせていただいて

いるところでございます。 
次のページ、4 ページ目をご高覧いただければと思います。「計画策定に際しての

共通課題」ということで、6 つほど挙げさせていただいております。後ほど、柏崎刈

羽地域の検討の中でも出てくるお話になるわけでございます。要配慮者の安全な避難、

避難の実施に時間がかかって特別な移動手段や、避難先が必要となるような要配慮者

の方々。病院の入院患者の方々や、社会福祉施設に入所をされている皆様。それから、

高齢者の方、特養にお入りになられている方。在宅の傷病者の方、こうした方々の安

全な避難の確保が課題であり、即時避難が求められる 5 ㎞圏内、いわゆる PAZ の方々

については地域ごとに具体的対策の立案といったようなことが急務であると考えて
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ございます。 
またこうした施設の放射性防護対策工事は、対応策の中核だと考えております。ま

た移動手段として、福祉車両の確保というようなことも重要でございます。移動手段、

バスの確保ということでございます。バス会社の応援を得るということで、既に策定

をしている。緊急時対応の中では地域のバス協会の方々と協定を結んで、バスを出し

ていただくといったようなことについても合意形成を図っているといったようなと

ころでございます。 
また、複合災害時の避難ということで、地震や津波、大雪、大雨といったようなこ

とで、避難所であるとか、避難用車両であるとか、避難経路の確保といったようなこ

とは課題になります。 
7 月に原田前大臣が柏崎刈羽地域を視察していただいた時に随行をさせていただ

いておりますが、その時も柏崎市長、櫻井市長から、実際に避難経路で走るバスに市

長も同乗され、この避難経路が所々によっては非常に狭いといったようなこと、また

私共が伺ったのは 7 月ですから、天候的に雨は降っていましたけれども、走行に支障

が出るような状況ではなかったわけですが、これが降雪時にどうなるのか考えると非

常に困難が伴うところであります。また、地震でそれらの道路が生き残るといったわ

けでもございませんので、何らかの障害が生じる可能性があるわけでございまして、

こうしたところの確保。場合によった道路啓開。道路をまた通れるようにするような

作業といったようなことも必要になってくるのかと考えております。 
それから、安定ヨウ素剤の事前配布でありますが、5 ㎞圏住民に事前配布するとさ

れている安定ヨウ素剤につきまして、配布率の更なる向上と配布に伴い自治体が負う

実務の更なる軽減といったようなことを図っていかなければいけないと私共考えて

ございます。これは、安定ヨウ素剤の配布については規制庁とも連携して対応してい

るところでございます。 
また、避難受け入れ自治体による受け入れ体制の整備でございます。30 ㎞圏外に

ある避難受け入れ側自治体の体制整備について様々なご指摘をいただいているわけ

でございます。連絡や避難所立ち上げ等の、防災訓練の実施ですとか、自治体職員の

皆様や住民の皆様への研修ですとか広報を行う必要があると考えてございます。その

ような取り組みを順次進めているところでございます。 
避難退域時検査（スクリーニング）に書いてあります、除染実施体制の整備という

ことで、避難住民を円滑に避難退域時検査する体制を整備しなければいけないという

ことで、これは資機材整備、要員確保、場所選定等が必要でございます。後ほどまた

説明をさせていただきますが、先月の県訓練でも様々な指摘が県の避難委員会でも出

たところでございます。 
ここまでが非常に雑駁なご説明ではございましたが、この地域原子力防災協議会作

業部会全体のお話といったところでございます。 
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続きまして、5．でございますが、柏崎刈羽地域の原子力防災協議会、作業部会は

今どうなっているのかといったようなことにつきまして、ご説明させていただければ

と考えてございます。 
柏崎刈羽地域の地域防災計画、避難計画の充実・強化に向けて、柏崎刈羽地域原子

力防災協議会の枠組みのもとに、両協議会の作業部会において関係自治体等々一体と

なって検討を重ねているというように、上のボックスで書かせていただいているとこ

ろでございます。メンバーということで、新潟県、それから PAZ の市である柏崎市、

それから刈羽村、陸上自衛隊、海上保安庁、経済産業省、原子力規制庁、内閣府、私

共がメンバーということでございまして、オブザーバーとして、UPZ の市や町の方々、

長岡市をはじめとする市や町の方々。それから、東京電力様にも入っていただいてい

るといったようなところでございます。 
お捲りをいただき作業部会の開催実績ということで書かせていただいています。こ

れは平成 27 年の 6 月 11 日に 1 回目の作業部会を開催させていただいき、緊急時対

応に策定に向けたキックオフのような位置付けで開催をさせていただいており、以下、

累次にわたり開催をさせていただいております。最近の開催ですと、9 月 11 日に第 8
回というものが一番新しい開催でございます。 

私が作成させていただいた資料ですが、記載に誤りがあり、8 月 27 日の第 7 回の

作業部会で、9 月 11 日でもそうだったのですが、県の主催の防災訓練のお話もご説

明いただいております。その部分を付言させていただきますが、このようなかたちで

開催をさせていただいております。 
令和元年 5 月 21 日第 6 回の作業部会が行われております。この時に、今後の作業

部会の進め方ということで整理させていただいております。こちらにつきましてはお

およそ 2 か月に 1 回程度作業部会を開催して、個別課題の検討を進めるといったよう

なこと。それから今後テレビ会議等も活用して関係者が一体となって検討していくと

いったようなことを確認させていただいております。 
課題につきましてはこの 7 ページ下に書かせていただいております。 
PAZ 内の施設敷地緊急事態における対応について、といったところから、その他

のところで複合災害時の自然災害への対応等といったところでございまして、こちら

課題ということにして、一通り検討をしていくようなことをこの会議の場で説明させ

ていただいております。 
この第 6 回会議の時には、新潟県におきましては、原子力災害広域避難計画が策定

されたこと。それから、新潟県の原子力災害机上訓練が行われたということで、2 月

に訓練が行われ、3 月に策定が計画され認識させていただいておりますが、このこと

について説明を県から行っていただいたといったところでございます。 
8 月 27 日に行われました、第 7 回の作業部会では原子力災害指針等の改正という

ことと、PAZ 内の施設敷地緊急事態における対応について、議題とさせていただい
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ております。 
7．の資料にも書かせていただいている通りでございますが、PAZ 内の施設敷地緊

急事態における対応について、避難行動要支援者の避難の具体化等といったことが課

題として挙げさせていただいておりますが、これを中心に、この第 7 回では議論させ

ていただいております。例えば、初動対応をどうするのか、といったようなお話。そ

れから、住民への情報伝達をどうするのか、といったようなお話。こうしたようなこ

とについてもさせていただいております。 
また課題といたしまして、PAZ 内の学校や保育所、それらの児童の方々の避難に

ついて保護者の方に連絡して引き渡しをするといったようなことや、引き渡しができ

ない場合にはどのように避難をするのか。こうしたことは子供たちについては避難を

していただくといったようなことになるわけです。 
また学校、保育所ごとの個別避難計画の策定といったようなことは、今後必要とな

ってきますでしょう。既に取り組みをされているところではございますが、こうした

ことが課題になっていますと。 
それから社会福祉施設の入居者の方。こうした方々についても施設ごとの個別の避

難計画が必要であると。また、在宅で避難行動要支援者の方々については、この要支

援者の方を支援する方が必要ですと。また避難手段の確保が必要ですと。自分でこう

した方、突然車を運転できないので、何らかの手段で当然、避難していただく必要が

ありますし。自家用車、ふつうの車に乗れない方については、例えば車椅子であれば

車椅子を積載できる車両でもって避難をしていただかなきゃいけないわけでござい

まして、そういったものも調達、みたいなものもあるわけでございます。 
観光客や一時滞在者の連絡体制。どのように連絡をして避難をしていただくのかと

いったようなこと。こうしたような方々の人数把握。またこの地域内に PAZ 内に勤

められて、営業所がある民間企業の方々。場所や勤務地の把握が必要であるといった

ような事。それから輸送能力であります。こうした方々について、どれだけの方々が、

法的に準備をしたバスや福祉車両で避難をしなければいけないのか、人数の把握が必

要となるわけでございます。こうした人数が何人になるのか。また必要なその車種別

の台数、例えばバスでよいのか、ストレッチャー車両が必要なのか、そうしたような

把握も必要となるわけでございます。また、こうしたバスを、自治体、社会福祉施設、

バス会社、電力事業者の方々から確保していただく必要があるようなところでもござ

います。また、この柏崎刈羽地域、降雪時のお話というのを考えなければいけなくて、

例えば平時ですとか、発災時には除雪はどうするのか、といったようなことについて

検討しなければいけないということ。それから、情報伝達。どのように避難をしてい

ただくのか、という情報伝達。こうした場合に情報伝達が必要であるということでご

ざいます。 
こうしたような課題が議論される中で、弊府、内閣府から東京電力に対して、原子
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力災害時における協力について要請をさせていただきました。 
この次の 9 月に行われました第 8 回の協議会で、協議会作業部会でご回答いただい

ているところでございますが、この時に要請をさせていただいた回答です。 
それから、原子力規制庁から、本年の 7 月に改正をされた原子力災害対策指針の改

正について改正ポイントについての説明を受けております。 
また、新潟県から本年 11 月 8・9 に実施をされた令和元年度原子力防災訓練の際

につきましてご説明がありました。この訓練にも関係機関に訓練に協力されたい、と

いったような要請もこの会議でされております。これが第 7 回の作業部会で話し合わ

れたこと、行われたことでございます。 
9 月 11 日、直近でございますが、第 8 回の作業部会が行われているわけでござい

ます。この時には全面緊急事態における PAZ の対応について議題とさせていただい

ております。具体的には、PAZ の住民の方々の避難先については、代替避難先確保

の観点から、県内にも設定しておりますが、県外の避難先への調整も必要であること

や、あと、全面緊急事態でいきますと、この PAZ 内の住民の方々、皆さんに避難を

していただかなければいけなくなります。自家用車で避難できない方々がどの程度い

らっしゃるのか。そうしたような把握が必要であること、また必要な輸送能力につい

て、この輸送能力を確保するために、自治体、社会福祉施設、バス会社、電力事業者

からのそうしたバス等の確保が必要であることについて議論をさせていただいてお

ります。 
また、先ほども申し上げました東京電力より、第 7 回作業部会で要請させていただ

きました原子力災害時におけます避難等に必要なバス、福祉車両、要員の確保等の対

策について、事業者としてできる限り最大限の協力をするようなご回答をいただいて

いるところでございます。 
第 9 回以降の協議会につきましては、6．の作業部会開催実績の一番下に書かせて

いただいている通りで、11 月 8・9 に実施されました令和元年度の新潟県原子力防災

訓練の結果等を踏まえ、今月以降作業部会における検討を再開させていただく予定に

してございます。 
7 ページに記載された課題といったようなところの今、1 つ目、2 つ目の〇につい

て検討されているところでございまして、3 つ目の課題、この UPZ における対応に

ついて、中身について屋内退避の実施や、一時移転等の具体化等について。こうした

ようなところ以降で、今後検討していくようなことになります。前半部分について全

く検討しないということではなく、またデータが揃いましたらこれらについても検討

をしていく、といったようなことになります。 
いずれにしても、まずはこの丸で書かれた 5 つの丸について一通り検討を進めてい

かなければいけないというように考えており、そのように進めさせていただくことを

考えてございます。 
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非常に雑駁な説明になってしまい、大変恐縮ではございましたが私の説明はこれで

一旦終了させていただいて、ご質問ご意見等いただければと思います。大変ありがと

うございます。 
◎桑原議長 
  はい、ありがとうございました。それではただ今、水野様より協議会の作業部会の

概要について説明いただきましたが、これから委員の皆様より質疑に入らせていただ

きたいと思います。質問、ご意見、いずれでも結構です。竹内さん、どうぞ。 
◎竹内委員 
  竹内です。よろしくお願いします。UPZ のヨウ素剤の事前配布について、どこで

も検討されていないみたいなのですが、新潟県のこの間の訓練では、全面緊急事態に

なった後に、移送された先でヨウ素剤を渡されるというような。完全に手遅れだろう

というような配り方をしていて。そもそもヨウ素剤を飲んだからといって内部被ばく

すべてが防護できるわけじゃないけれども、少なくとも甲状腺だけは守られるわけで。

UPZ でのヨウ素剤の事前配布について、今までも原発が動いているところとかで課

題になったところはないのかどうかと、これから検討していくお考えがあるかどうか

お聞かせください。 
◎桑原議長 
  お願いいたします。 
◎水野地域原子力防災推進官（内閣府） 
  まずご質問いただきありがとうございます。UPZ における安定ヨウ素剤の事前配

布につきまして、実は様々な自治体、関係者の皆様からご要請をいただいているとこ

ろでございます。先月の避難委員会の時にもお話がございましたけれど、新潟県さん

からもご要請をいただいているところでございます。 
こちらにつきましては、私の口から、検討しています、していませんということで

はなかなか申し上げられないのですが、お声として大変多くのお声をいただいている、

ということは確かでございます。おっしゃられた通りで安定ヨウ素剤を、服用のタイ

ミングがありまして、その被ばくをする 24 時間前から、あと数時間と。2 時間とい

ったようなところまでの間に、服用をしないと効果が上がらないということでござい

ます。服用タイミングにつきましては、UPZ の皆様については、実際に災害が起こ

ると本部ができるわけでございます。そちらに最終的には内閣総理大臣が指示をして

服用してください、といったようなタイミングになるわけでございます。基本的にこ

れをしていただくといったようなことが重要であると思っております。お答えにはな

っていなので大変恐縮ではありますが、この服用するタイミングに、服用していただ

くといったようなことが重要と考えてございます。 
また、配布をどこで行なうのかといったようなことについても、非常に重要である

と考えてございます。こちらにつきましては避難委員会でもお話がございましたが、
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自治体の方々とまさに検討を進めていかなければいけないと考えておりますし、非常

に重要なお話ではございますので、緊急時対応には盛り込んでいきたいと考えており

ます。 
◎桑原議長 
  はい。 
◎竹内委員 
  UPZ のヨウ素剤の飲み時は家から出る時だと思います。もう辺りは放射線が漂っ

ているわけですから。ということは、配り時はやっぱり事前じゃなければ、一軒一軒

まわって配るわけにはいかないので。というふうに私は思います。これは意見です。 
◎桑原議長 
  ではご意見ということで。他の方いかがでしょうか。宮崎さんどうぞ。 
◎宮崎委員 
  そもそもの話を聞きたいと思います。1 ページ目に書いてあるとおり、「政府を挙

げて地域の防災計画」の充実化を支援すると書いてあるのですが、これを掲げるので

あれば、この前の 11 月 8 日、9 日の訓練で、バスで逃げるとか船で一部逃げるとか、

ヘリコプターで逃げるとかあったのですが、最大の課題は市民がこの自家用車で逃げ

るってことにあるわけですよね。そういう一番の課題になるということに挑戦しない

で充実化。これもう本当に机の上に書いた字面だけで、本当にやるのであれば、市民

全員に、もう総がかりで挙げてですね、出していただきたい。なぜかと、私は実はそ

のバスに乗って新井まで行ったのです。そしたら新井のその中継所には、県警の方、

誰もいませんでした。ああいうところに市民の人がバス、車に乗って自家用車で来た

ら、相当な渋滞。溜まるところにも大変な混乱が起こって、さらに次の避難所指示す

るっていうのですよ。指示する人たちってものすごい数要ると思うのですが、そうい

う方もいませんでした。で、妙高の職員の皆さんがどれくらいいるのかと思ってちょ

っと見たのですが、ほとんどいない。何か充実化というのであれば、最初の計画から、

課題に挑戦するような訓練をどんどんしてかなきゃいけない、こう思うのです。これ

本当に机の上でやっただけじゃないかと思うのです。この次の訓練はどうですか、市

民も総出で自家用車で出る。そして、通勤時間帯に走らせるとかですね、冬に出ると

かですね。充実化するのだったら訓練、重ねるといってもいろんな場面をやるわけで

すから、1 回本当に厳しい想定でやってもらう、そういうことを続けない限りこれ、

充実化なんて図れないと思うのです。このところ詳しく、そういうお気持ちがあるの

かどうか聞かせてください。 
◎水野地域原子力防災推進官（内閣府） 
  まずご質問いただきありがとうございます。県訓練のお話もございますので、場合

によっては県の皆様からのお話をいただければと思いますが。 
私共としてまず日章させていただいておりますのが、5 年ぶりとなる訓練であった
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ことでございます。新潟県主催の原子力防災訓練は今、ご指摘があった通りで 11 月

8・9 の両日、開催されたということでございます。今回の新潟県の訓練では、原子

力災害時における対応の手順を確認するということを主な目的として訓練に臨まれ

ていたというように認識しております。予定していた内容については、予定通り実施

することができたと認識しております。今後、この訓練結果については、新潟県にお

いて取りまとめをされるということになると思いますが、取りまとめられた教訓事項

を踏まえ、関係自治体一体となり、地道に努めていくところではありますが、ご指摘

があったとおり、特に 2 日目に避難をしていただく訓練の時には晴天だった、ことも

ありますし、今おっしゃられた通りで、自家用車での避難が行われなかったと。ほぼ

行われなかったことを踏まえますと、今よりもやはり厳しい想定で行なわなければい

けなかったのではないか、というご指摘については先ほども言及させていただきまし

たが、先月の避難委員会でも、各委員の先生方からもご指摘していただいているとこ

ろであります。 
いろいろなかたちで訓練しているところがあります。例えば、北海道の泊地域では、

やはり冬季ですので、低温下でちゃんと機器が作動するのか、といったような訓練を

しているような事例だったり、やはり泊ですけれども、ブラインド訓練といって基本

的に新潟県さんもブラインド取り入れられていましたが、被害状況を事前に、実際に

訓練に参加する社には教えない。教えないでブラインドで、どんどんそこは状況付与

していって、訓練をするようなこともやっているところがあります。今後は訓練、こ

れで終わりということではないと考えておりますし、当然、回を重ねてくといったよ

うなことになるのかと思いますが、そうしたところでですね、やはりより厳しい条件

で実施していただく、といったようなことは必要となってくるのではないかと考える

ところであります。 
◎桑原議長 
  それでは、他の方。髙橋さん。 
◎髙橋委員 
  髙橋です。そもそも私はこれまで、避難をなぜしなければならないのかと思うので

す。万一に備えてやっておくのはいいと思いますが。 
バスの話が出ましたが、今、県の避難委員会の委員の上岡直見さんという男性です

が、調査では 5 年前なのですが、新潟県内でバスは 1802 台、それから乗車人員は 8109
人。5 年前ですからちょっと増えてるいのか減っているのかわかりませんが。あと、

乗用車で 46 万人、すべて脱出。30 ㎞圏で脱出するのに最低でも 30 時間と言われて

います。運よく脱出できたとしても、この柏崎には 6 ㎞とか 7 ㎞と、PAZ もあるわ

けですが、私の家だと 8 ㎞くらいですけれども、戻れないということで。なんかすご

く、本当に実効性のある避難計画が果たしてできるのかどうなのかな、という思いが

します。 
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去年か一昨年か、何かの機会で、県か市か記憶が薄れたのですが、最終的にどうし

ても、櫻井市長に質問したのです。どうしても最後の最後、実効性あるものが避難計

画をつくれないとしたらどうするのだという質問をしたのですけれども、櫻井市長は

当然、再稼働なんかできないし当たり前でしょ、みたいな言い方をされたことがある

のです。一生懸命やっていただいているのが本当にありがたいのですが。道路だとか

そういった交通手段ですとか、思い切ったことをやってもらわないと実効性のある避

難計画は交付税を交付している程度では実効性のある避難計画はできないと思うの

です。内閣府でも、やるだけやって頑張っていただけると思うのですが、最終的に、

もう避難は不可能だと、それで止めた国は原発廃炉にした国も何カ所かあるわけです

けれども海外では。この日本国内においては最終的にどうしてもだめだった。今から、

ダメだったらどうかという質問も大変失礼ですけれども、私は不可能だと思うのです

が、いかがでしょうか。 
◎水野地域原子力防災推進官（内閣府） 
  髙橋委員、ご質問いただきありがとうございます。 
  まず私共といたしまして基本的なスタンスは、その再稼働のお話は、今若干出まし

たが、お答えできないのです。まずそこに核燃料もあるわけですので、避難計画は作

らなければいけないと考えており、また当然避難計画。その緊急時対応につきまして

は実効性あるものにしなければいけないと考えています。そのために、様々なかたち

での取り組みといったようなことをさせていただいているわけで、基本的には自治体

の皆様と連携をしていきながら頑張っていきますとしか申し上げられないところで

ございます。いずれにしても、実効性のある避難計画をつくらなければいけないとい

ったところは、引き続き努力をさせていただく所存でございます。お答えになってい

るかというところではあるのですが。 
◎桑原議長 
  もう 1 つだけ。 
◎髙橋委員 
  その程度しかお答えいただけないだろうと思って質問させていただいたのですが、

仮にですけれど、一人一人に福島の事故の時、テレビで見ていると、ガスマスクみた

いなものを付けたり、防護服着ていましたけど、ああいうものだとか、あるいは各家

庭とか施設とかに一時的にせよ、核を防ぐようなものを準備するしかないのではない

でしょうか。車で 30 時間も乗っていたらガソリンは切れる、事故は起きるというこ

とで大混乱になると思うのですけれども。もう少し基本的なところから 3 日間でも 1
週間でも避難出来なくても健康を害さないで住むような、そういったものも技術的に

無理なのかどうなのか、そのへんをお聞かせ願いたいと思います。 
◎桑原議長 
  その辺り、お答えはできますでしょうか。 
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◎水野地域原子力防災推進官（内閣府） 
  まず今のこの避難計画、緊急時対応の仕組みというのは福島事故のやはり教訓に立

って、その程度策定をさせていただいているところでございます。そうした中でやは

り SE と呼んでございますけど、施設敷地緊急事態になった時には、いち早く要避難

者の方々に避難していただくとか、そうした仕組みを考えているところでございます。

避難経路といったようなところについても、安全に避難できるように 1 カ所、やはり

1 ラインだけではなく、複数ラインを設定する等々、いろいろと工夫をさせていただ

いているというところでございますので、やはり安全に避難していただけるように私

共避難というか、防護をしていただけるように取り組んでいくところでございます。 
◎桑原議長 
  ありがとうございました。それでは、石坂さん。 
◎石坂委員 
  はい、石坂です。今日はどうもありがとうございました。 
  今ほどの説明の中で、とりあえず今後の防災協議会のこの地域。特に柏崎刈羽地域

の当面の一つの目標という言い方をしていいのかどうかわかりませんけれども。この

緊急時対応をこの地域としても取りまとめるということだと理解しました。だいたい

どんなタイムスケジュールで、いつ頃、どんな感じでまとまるか。あと、これまでに

1・2・3・4 地域ぐらい、もう既にまとまっているわけだと思います。参考的にそれ

ぞれの地域の緊急時対応はどういうものなのか、というのは内閣府さんのホームペー

ジで内容は確認することはできるのでしょうか。さっきから見ているのですけども見

つけられないでいるものですから。すいません。 
◎桑原議長 
  はい、お願いします。 
◎水野地域原子力防災推進官（内閣府） 
  タイムスケジュールについてのご質問をいただきました。こちらにつきましては、

私共として、いつまでに時間軸を設けているといったようなことはございません。基

本的に先ほど申し上げました私の説明資料でいきますと 5 ページになりますが、メン

バーの方々皆様の同意を得る必要があると考えていますので、それをいつまでにやら

なければいけないといったようなことを、どこかタイムスケジュールを設けていると

いったようなことはございません。基本的に皆様の安全安心に係ることでございます

ので議論を尽くさせていただくということかと考えてございます。 
  それから、私共のホームページでございますが、内閣府原子力防災、と入れていた

だくと、あとで、もし差し支えなければ転送したいと思いますが、ホームページに載

せさせておりますので、またご紹介をさせていただければと思います。もし URL 等々

については、今すぐは難しいですけれども、次回の会議の場で皆様にご紹介できるよ

うに、原子力規制からになると思いますが、させていただければと考えております。 
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◎石坂委員 
  他の地域のその緊急時対応というのは、どのような内容のものができているのか、

と参考ということでありまして。その内容をみれば、実際に今、新潟地域の柏崎刈羽

地域の防災協議会の作業部会の議事録も見ましたけど、あんまり内容も詳しく載って

いないようですが。どの程度までのことをいっているのかなど、何が課題なのか、と

いうのは多少わかるかなという意味で見たいと申し上げているわけであります。今、

説明がありましたので、実際この緊急時対応指針取りまとめるのに、どれくらいの山

があるのかみたいな感触を、今せっかくお話がありましたので参加者であります、新

潟県さんと柏崎市さんに、お話いただける範囲でお聞かせいただければと思うのです

が、いかがでしょう。 
◎金子課長補佐（新潟県） 
  新潟県でございます。正直申しまして、先日行われました県の訓練のところでも、

いろいろな厳しいご意見をいただきました。（訓練を）やる前後でいろんなメディア

も含め、いろいろ厳しいご指摘をいただいています。今、現在、県議会も始まってお

りまして、そこでもかなり厳しいご意見をいただいています。言い訳じみたことを言

うつもりもありませんけれども、私共の訓練につきましては、広域避難計画というも

のがやっとできあがったのが今年 3 月。それを踏まえてやった初めての訓練、しかも、

住民参加をしていただいた訓練は 5 年ぶりでございます。というところからすると、

申し訳ございませんが私共職員の間でも不慣れになっている、というのが正直です。

ですので、改めて作った計画と不慣れになっているという現状を踏まえて、まずは基

本的な手順を確認していこうというところで、まずスタートしましたので、より厳し

いものを求められている皆様方からすれば、さぞかし物足りないというのはご指摘と

しては重々承知の上で、まずそこからスタートさせていただきたいのが本音でござい

ます。 
  そういった意味から、花角知事が申しましているように、これから段階的に手順を

踏みながら、ここで出た課題をしっかりと分析、理解し、計画に反映し、その点をま

た訓練に生かして、それを順次繰り返していくというところで計画の実効性、我々職

員等々の対応力の向上に繋げていきたいところでございます。冒頭、そこをお話させ

ていただきたいと思っています。 
  まず、その計画。今、避難委員会でも議論していますし、そもそもの計画というも

のは、内閣府さん中心にやっておられる、私共もメンバーになっている、この地域（原

子力防災）協議会や、作業部会でつくる緊急時対応につきまして、かなり密接、不可

分の部分がございます。従って、県の計画も今、まだ発展途上の段階と、国が中心と

なって取りまとめている、緊急事態が相俟って、そこまで結びついて計画になるまで

には、もう少しお時間をいただくのが私の感覚でございまして、今国の担当者からも

お話がありましたように、手順というか期限を切っていただいてないというのは、裏
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返せば一つの期限で、そこまでの間でまとめられるものを作るというものではなくて、

しっかりとしたものを作りたいという意味合いでいることでご理解いただければな

と思っているところでございます。 
◎桑原議長 
  それでは、柏崎市さんお願いします。 
◎宮竹防災・原子力係長（柏崎市） 

  柏崎市でございます。内閣府さんの資料の 7 ページに記載がありますように、作業

部会で、今後検討が必要な課題ということで 5 項目に挙がっていますが、先ほど、ご

説明あったように、今年度に入って作業部会の中で話し合われたのが、上の 2 点まで

です。これにつきましても、どちらかというと課題の洗い出しをしたところであり、

それの具体的な解決策の検討は、これからされていくものと考えております。 
  3 つ目の、UPZ における対応につきましては、これから作業部会で検討されること

になると思うのですけが、今までは PAZ に関しては、柏崎市と刈羽村のみの意見だ

ったのですけども。今度は UPZ になりますと長岡市含めて、もっと市長さんが多く

入って絡んできます。そういったところで、それぞれの考え方等もありますでしょう

し、かなり時間をかけた議論が必要になってくるのではと考えておりますので。山が

あといくつくらいあるのだというご質問については、まだ相当の山を登らなくてはい

けないと考えております。 
◎桑原議長 
  石坂さん、よろしいですか。 
◎石坂委員 
  ありがとうございました。いずれにしてもとりあえず決めるわけにはさすがにいか

ないとは思うのですが、ある程度は県民最大であれば、県民、全県民、たぶん最大の

ですね、関心ごとであるのも事実だと思いますので、ある程度、きちんと一つひとつ

やっぱり進んでいるっていうようなところを、なんか見せていただければというふう

に思います。決めてから、他の地域も改定を重ねているということは、どんどんどん

どん見直しをされているということなので。今まで、他の地域に比べて非常に遅れて

いる感触があるのは事実でありますので、そのあたりをまあ、取り戻していただけれ

ばというところであります。 
◎桑原議長 
  それでは、最後に須田委員さん。時間ですので須田委員さんで終わりにしたいと思

います。 
◎須田委員 
  須田でございます。この原子力防災の避難計画もそうですし、他の緊急時の避難も

ですが、私ら共の柏崎地域は高齢者と要配慮者がどんどん増加している状況の中で、

やはり健常者よりも、この要配慮者が数を増していくことも徐々に考えられますので、
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その辺りも頭の中に入れて避難計画を組まないといけません。それで、自主防災組織

に丸投げされても、それも少し不可能かと思います。そして、今の時代は、核家族化

していて、2 世帯が一緒に住んでいる家庭は多くない、というような状況の中、女性

も責任ある職種に就くという時代だと思うのです。ここにずっと並んで、東京電力さ

んあたり並んでいらっしゃる方、ほとんど男性の方ですが、女性もそういう時代にな

ってきて、保育園や小中学校の保護者への引き渡しという問題で、やはり引き渡して

いただくには職場離脱をしなきゃいけないわけですよね。その中で、その職場の中で

女性が職場離脱をするような状況になっているかどうかということも、問題だと思う

のです。医療従事者であっても、やはり保育園のお迎えや、引き渡していただかなけ

ればならない人もたくさんいらっしゃる。そういうことも男性の頭の中で考えるには、

人数的に何人で割ればいいのでしょうけれども、そういうことも含めて、やはり女性

も社会進出し、そして責任ある職種に就き、今までは自転車でもいけるような職場に

お勤めの方が多かった時代ですが、今は 10 ㎞、20 ㎞と、だいたい 20 ㎞くらいか 30
㎞もの通勤をしてらっしゃる方も大勢いらっしゃいます。ですから、そういうことも

含めて避難計画を。ただ、何人だからどこへ集まれというのではなく、社会情勢も踏

まえた中での避難計画を立てる必要があるのかなと私は考えます。 
◎桑原議長 
  須田委員さん、ご意見ということでよろしいですか。はい。 
◎水野地域原子力防災推進官（内閣府） 
  ご意見いただきましてありがとうございます。非常に重いお言葉をいただいたと思

っております。踏まえて対応して参りたいと思います。ありがとうございます。 
◎桑原議長 

それでは定刻になってきましたので、水野様には遠路からお出でいただき本当にあ

りがとうござました。 
それでは、第 198 回の定例会はこれで閉じさせていただきます。それでは事務局か

らお願いします。 

◎事務局 

それでは最後、事務局からご連絡をさせていただきます。次回第 199 回定例会でご

ざいますが、明けまして令和 2年 1 月 8日水曜日、第 2水曜日でございます。午後 6

時半から、柏崎原子力広報センターで開催となりますので、よろしくお願いいたしま

す。それでは以上を持ちまして、地域の会 198 回定例会を終了させていただきます。

大変どうもありがとうございました。 

 

              － 終了 － 

 


